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は じめ に










































































































































































































































































第1章 斎 藤喜博 の誕生

































は、それ らを通 じて世界を知 り、また世界への
想いを膨 らませてい くのである。例えば、家の
す ぐ近 くを流れる滝川(用 水)越 しに見た利根
川についての記述には、未知の世界へと想いを
馳せる斎藤少年の内面が表されている。
川敷 か らは、タ方 になる と、何十 そ うとい う
小舟 が白帆 を浮 べて川 をのぼって くるのが毎 日
見 えた。……は じめははるか東 のほ うに、一つ
か二 つ点 々 と見 えは じめるのだが、 その うちだ
んだん と近 づいて きて、何十 そ うもの白帆が__一_
列 にな ってのぼ って きた。 ……そ うい う夢の よ
うな景色 を、私 は川原 に立 っていつ まで もみ つ
づけていた。 ときには土橋 の上 に腰 かけてなが
めていた。何か心がふ くらむような思いであ り、


















私 が生 まれ育 った家 は、藪蔭の小 さな麦藁屋
根 の家だったが、庭 には大 きな蜜柑の木が あっ
た。毎年 白い花 がいっぱい咲 き、 さまざまの蜂
が むらが って蜜 を吸 っていた。つぶ らな青い実
が、 日ま しに大 き くなってい くさまが、幼 いも
の にも、 目に しみるよ うな清潔 な感 じを与 えて
い た。……屋根裏 には、青大将 とい う大 きなへ
びが、ねずみ をとるためによ くのぼっていた。
ねずみ をとった ときな どは、青光 りのす る大 き
な腹 を出 して うねってお り、その うちに大 きな
音 を立 てて土間に落 ちて きた りす る こともあっ
た。……家のす ぐ前 は広 い竹藪 だった。 ……雪
がや んでよ く晴れた暖 かい 日になる と、倒 れた
竹がつぎつ ぎと音 をたててはねかえってい った。
… そ うす ると急に家のなかが明 る くな り、青
い美 しい空がぽ っか りと見 えた。 ……タ方 にな
る とこの竹 藪 にタ 日が さ しこみ、さまざ まな色
の光が竹藪い っぱいに輝 いた22)。
霜柱 だけみ ていて も美 しいが、霜柱 のいっぱ
い立 ってい るなか に、太い麦が生 き生 きと空 の
ほ うへ向か ってのび出 しているのな ども美 い ・
と思い ます。空の よ く晴れた風 のない朝 、 こう
い う景 色をみ てい ると、わた くしは身 も心 も洗
われ、 目が さめ るような感 じがいた します。そ
してそんな とき、朝 日がいっぱいて り輝 やいて、






















































































られ ます。冬 の木 々の芽 を見 てい ると、 どんな
不幸 にあっても、どんな苦 しい ことにあ って も、
くずれおれないで、自分 を くず さない で、 しっ
か りとしか も香 わ い ・暖 かい生 き方 を しな けれ
ばな らない と思い ます。 思い上が ってはい けな
いそ、自分 だけが偉 い と思ってはい けないそ、
とい うこ と も教 え られ ます。わ た くしは冬 の
木hの 芽 をみている と、いつ も心が楽 しく清潔
にな り、心 が明 る く暖 か くな り、胸のなか に、










































繭 か きは、子 どもや 大人 が何人 も手伝 い に
行 ってい たので にぎやかだ った。み んなが たわ
い もない話 を しなが ら、げ らげ ら笑 って繭 をか
いた。 さまざまの世 間の ことな ども話 に出た。
…私 は そ うい う話 を ききなが ら、 いつ もだ
まって繭か きを していた。……けれ ども私 は、
繭かきが き らい ではなか った。美 しい ころ ころ
とした繭がザルのなか にた まってい くのが楽 し
かった。……人の甫ではロ もきけなかったよ う
な無 ロな子 どもだったが、大人 たちの話 をきい
ているのが楽 しか った。大人 のなかで、 いたわ







































































































こうい う風土 に加 わるに、 その間私 は次か ら
次へ と病気 にかか り、病弱 に終始 し、 いつ も生
命 の不安 に追 い込 め られていた。……農村 につ
きまとう封建的 な気分 と、 さらに仕事の上 で も
人 と妥協 す る こ との で きなか った私 は、種々
様 々の ことが細 い弱い神経 には堪 え られない こ
とのみであ って、私 はいつ も落 ち着 くことはな
い生活 を してい た。そんな ことか ら、生来孤独
癖のあ る私 はい よい よ人なかに出る ことをきら
い、人 とロ をき くこともな く、仕事 に没頭 した















































彼の青年期 というものが、成人期へ と移行 し始







































館編 『土屋文明 と斎藤喜博』、1999年)。そ うし
た数多 くの書簡に出会うことができれば、解釈





























































かである(氷 上正 『斎藤喜博の短歌 と人間』、
40-45頁)。
26)『全集14』、36頁。
27)斎藤喜博、林竹二 『対話 子どもの事実』筑摩
書房、1978年、11頁。
28)川井から見渡せる山々の中で、とりわけ斎藤は、
赤城山に 「親近感を抱いてい」たようである。
内田一枝 によれば、それは 「斎藤の心の支えで
あ り、よりどころであった」。内田は、斎藤が成
長するにつれて、赤城山を詠んだ短歌に変化が
見られること、また、赤城山という変わらぬ も
のを前に、斎藤の心の有為転変が表現 されてい
ることを明 らかにしている(「『羊歯』の中の 自
然詠」、ケノクニ発行所内斎藤喜博研究委員会編
『斎藤喜博研究 』ケノクニ発行所、1990年、
210-232頁参照)。ところで、氷上正は、「この山
河 〔利根川と赤城山〕は、喜博のふるさとの象
徴であ り、喜博の歌にみなぎる感情のうね りの
根源でもある」(『斎藤喜博の短歌 と人間』、11頁)
と書き、利根川・赤城山の重要性を強調している。
他方、浅問山に関する斎藤の短歌は数こそ多 く
ないものの、噴火 を繰 り返すその雄姿に重ね合
わせてか、心の決断が詠われるようである。彼
の短歌には次のものがある。〈かたむきて浅間の
煙太 く黒 くいよいよわれに覚悟あるなり〉。浅問
山は、1909(明治42)年、1911年と大噴火を繰
り返 した。
29)『全集14』、94頁。
30)「上毛かるた」には、「雷 と空っ風 と義理人情」
と書かれた札がある。「上毛かるた」は1947(昭
和22)年から発行された郷土かるたのことで、
群馬県の子 どもたちなら誰 もが知っている。現
在は、財団法人群馬文化協会が著作権を有 して
いる。
31)『全集14』、60頁。
32)『全集12』、7頁。
33)同上、29頁。
34)上毛新聞社編 『群馬の20世紀』、4頁 に詳しくま
とめられている。
35)玉村町誌刊行委員会編 『玉村町誌(通 史編下巻
2)』玉村町誌刊行委員会、1995年、1047頁。
36)『全集12』、62頁。
37)高崎経済大学附属産業研究所編 『近代群馬の蚕
糸業』 日本経済評論社、1999年、321-322頁。
38)『全集12』、16頁。
39)新島譲(1843-1890)は、上州安中藩の江戸屋敷
で生まれている。上毛かるたには、「平和の使徒
斎藤喜博教育思想の基底としての前半生(1)
新島襄」と書かれた札がある。また、内村鑑三
(1861-1930)は高崎藩の江戸屋敷の生まれ、自
然主義文学を唱えた田山花袋(1872-1930)は館
林市の生まれである。他方、生誕地ではない も
のの、澤柳政太郎(1865-1927)は1895(明治
28)年2月より、群馬県立尋常中学校(現 前橋
高校)の 校長を務めている。これは、群馬県が
中等学校教育の充実と発展を期すために彼を迎
えたためである。
40)群馬県は、教育に関して様々に他県 と並び称さ
れた。例 えば、体育教育において 「西の鳥取、
東の群馬」、勤務評定問題の際は 「西の高知、東
の群馬」と言われた(群 馬県教育史研究懇談会
編 『風土に根づ く』上毛新聞社、1985年、26頁)。
斎藤自身も 「西の東井(義雄)、東の斎藤」と言
われている。
41)群馬県立歴史博物館編 『近代群馬のあゆみ』、
20-25頁、あるいは、群馬県教育史研究懇談会編
『風土に根づ く』、26-27頁を参照。
42)『全集12』、34頁。
43)玉村町誌刊行委員会編 『玉村町誌(通 史編下巻
2)』、1238頁にも道祖神についての記述がある。
44)『全集12』、34頁。『風土に根づく』(143頁)には、
道祖神では、「カシラを頂点とした上級生から下
級生までの集団組織の中で命令、指揮系統が生
かされ」、「行事 を通 じての社会性、自立性、集
団性の教育機能がはかられ」たと書かれている。
45)『全集12』、10頁。
46)0.Eボルノー著、森昭、岡田渥美共訳 『教育を
支えるもの』黎明書房、1969年、186頁。
47)同上、191頁。
48)『全集15-2』、68-69頁。群馬の民衆思想につい
てまとめられた本の中には、「民衆は 『物言わぬ
民』として位置づけられてきた。……少なくとも、
第二次大戦まではそうした風潮が強かった」(高
崎経済大学附属産業研究所編 『近代群馬の民衆
思想』日本経済評論社、2004年、317頁)と書か
れているか ら、やはり、農村につ きまとう封建
的な雰囲気は相当だったのであろう。
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